
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

★授業に対話的活動を積極的に取り入れ，思考力・
判断力・表現力を育成する。
★学習課題の確認，思考の整理，変容の確認等を毎
時間１ページ以上ノートを使って思考する学習方法等
の徹底。

全学級が実施できている。
堺市学力等実施調査において，
「話し合いの場面が多い」「考え
を書く場面が多い」の項目で肯
定評価80％以上

状態について
協議
学校教育のア
ンケート

学期毎 〇 〇 〇

●校内授業研究と学校内公開授業等を通して，教員
が学び続け，共に高め合いながら授業改善を図る。

全教員が実施できている
状態について
協議 学期毎 〇 〇 〇

●相手の意見を『聴く』ことで自分の考えを膨らませ，
ICT機器の活用などから自分の考えを表現する機会
を積極的に設ける。

全教員が実施できている
状態について
協議 学期毎 〇 〇 〇

・５つの学習規律の徹底 各項目で肯定評価80％以上
学校教育アン
ケート 年度末 〇 〇 〇

・家庭学習の習慣化
●各学年で定められた家庭学習の時間を目安に，計
画的かつ積極的に取り組む。

80％以上の児童が主体的に取
り組むことができている

状態について
協議 学期毎 〇 〇 〇

・美しい学校にするための４つの「き」(聴く，本気，優
気，雰囲気)を大切にした学習集団を育て，自己肯定
感や自尊感情を醸成させる。

学校教育アン
ケート 年度末 ◎ 〇 〇

・児童が笑顔で登下校し，気持ちよく過ごす
ことができる学校づくりを進める。

学校教育アン
ケート 年度末 〇 〇 〇

・異学年の交流や地域の行事等への積極的な参加を
促し，人と接する機会を増やし，あいさつや返事の徹
底を図る。

・「あいさつをしていますか」の項
目で肯定評価８０％以上

学校教育アン
ケート 年度末 〇 〇 〇

・堺市学校体育指導の手引きの活用
・児童がタブレットを使い，主体的に取り組める手立て

体育カードや発表ノートを作
成して，児童がまとめている
かどうか。

状況報告 学期毎 〇 〇 〇

●長縄もしくは短縄での学校活動の実施
・体育委員会が中心となり，体力向上運動の啓発

縄跳び運動の実施
体育委員会による啓発活動

実践報告 年度末 〇 ◎ ◎

★学校ホームページや校報等で情報を発
信し，教育活動の周知をはかる。

平日３００休日１００以上のホー
ムページ閲覧数を継続的に達成
する。

状態について
協議 年度末 〇 〇 〇

★保護者や地域の人材を活用し，地域とと
もに歩む学校づくりを推進する。

学習活動や行事において，地域
人材や保護者の参画を増やす。

状態について
協議 学期毎 〇 ◎ ◎

・ホームページやｔｅｔｏｒｕなどを活
用して情報発信を続けてほしい。
・地域の行事にも積極的に参加し
てもらいありがたい。

体育のふりかえりを書くときにタブレット
で撮影した動画を見ている。
登西っ子チャレンジ（長縄）を開催した。
毎週火曜日の１５分休みを「体育デー」
とし，体育委員会が外遊びの啓発を
行った。

・今後も様々な取り組みを進めて
いって児童の体力向上を推進して
ほしい。

・先生方の授業研究が児童の学
力向上にもつながると思うので，
今後も取り組みを続けていってほ
しい。

・ICT機器を活用することにより，表
現の多様性が生まれ，授業におけ
る幅が広がった。
・「５つの学習規律」を児童と共に意
識することで，各学級の学ぶ雰囲
気が良くなった。
・家庭学習の習慣が身に付いてい
る。

月目標や学年行事，朝
礼などで４つの「き」に触
れて，めあてや講話など
をしていて，掲示物など
も含めて，日頃から４つ
の「き」を児童が意識で
きるようにしている。

マット運動，鉄棒運動で動画を
撮り，自分や友だちの技を研
究している。
４つの気を意識して体育に取り
組むよう日々児童に声かけを
している。

・ホームページの更新は積極
的に行っているが，閲覧数は
目標に達していない日も多い。
・家庭科の実習や４年生の総
合的な学習等で地域人材の活
用をすすめている。

・ＩＣＴ機器の利用の効果は出てい
ると思うが，同時にモラル教育も
必要だと感じる。
・読書習慣が身についていると感
じている児童の割合が少なく感じ
るとともに，保護者の意識もさらに
少なくなっている。読書は学びの
基礎にもなるので何か取り組みが
できたらいいと感じる。

・学校教育アンケートでは，「学校
へ行くのが楽しい」の項目で肯定的
な評価が80％であり，目標達成で

きなかった。
・全体朝礼や月の生活目標，行事
の目標などあらゆる場面で４つの
「き」の話をすることで学校全体が
同じ目標をもって，教育活動に取り

組むことができた。

自己評価

進捗確認
（～10月）

・学校が楽しいと感じていない否定
的な意見に目を向けることが大
切。遅刻や不登校の児童が増え
ていると聞くが，どのように対応し
ていくのかが今後の課題になると
思う。
・登校指導などの機会にあいさつ
をする児童が多いと感じる。

・６本の校内研修や公開授業を通
し，研修テーマである「進んで考え
を膨らませる児童の育成」について
の理解が深まった。
・考えを膨らませるためには，系統
的な学びの継続と，各単元におけ
る導入を大切にする必要があると
分かった。

・校内研修を中心に，研修
テーマである「考え方（思考
力）」を重点的に育成してい
る。また，思考を育むため
には確かな知識・技能の定
着が必要であるため，系統
的な学びを併せて取り組ん
でいる。

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】
中学校区におけるめざす子ども像
　多様性を認め合い自立的・主体的に行動できる子

確かな学びの現状
・「全国学力調査」や「すくすくウォッチ」の結果から，基礎学力はある程度定着しているが，思考力を働かせたり，複数の資料を関連付けて考
えたりする問題に課題がある。
・「書くこと」への課題が見られるため，タブレット等の活用により表現力を高めたり読書習慣を身につけさせたりする必要がある。
・新たに改訂した「５つの学習規律」を全職員が共通理解し，学習の準備や学習に向かう態度の育成を徹底していく必要がある。
・自主学習や家庭学習の習慣化に向けて，学校全体としての取り組み方を揃えていきたい。
・学習面等において，配慮の必要な児童が多く在籍しており，通常学級における個別支援，ユニバーサルデザインによる授業づくり，ＩＣＴ機器
の効果的な活用が今後ますます重要となってくる。

豊かな心・健やかな体の現状
・学校教育アンケートにおいて「自分のよいところについて考えようとしている」の項目での肯定評価が７６％と，８割を下回っており，
自己肯定感の低い傾向がみられる。
・学校教育アンケートにおいて「自分は学校へ行くのが楽しい」の項目では，８６％の児童が肯定的な回答をしている。さまざまな行事
が復活して学校で楽しく過ごす時間が増えたことも関係していると考えるので，さらに行事等の工夫をしていきたい。
・ほとんどの児童が挨拶を返すことができる。また，相手の名前を呼んでから挨拶をしたり，挨拶の後に一言つけ足したりできる児童も
増えてきている。自分から進んであいさつができる児童も増えているので，あいさつ運動などの取り組みもしていきたい。
・児童の体力はわずかに上昇傾向にある。体育の授業やその他の時間でもさらに体力の向上がはかれるようすすめていきたい。

 Ｒ６年度　重点目標
　美しい学校にしよう　～４つの「き」ができる子を育む～
　　〇聴く　人の話を最後まで聴く子　　〇本気　何事も本気で行う子　　〇優気　友だちや仲間に対して優しい気持ちで接する子　　〇雰囲気　誰から見ても雰囲気をつくる（感じる）子

堺市立登美丘西小学校

校長　　山本　清和

学校関係者評価者から(年度末)
　今年度も取り組みの成果がある程度出ていることが素晴らしいと感じます。今後の課題を見つけていく
には，自己評価をする際に，「項目ごとに一つは△をつける」などの条件をつけ，あえて低い評価をつける
ようにすると，皆が感じている課題があぶり出されてくるのではないかと思います。時代の変化とともに学
校も柔軟な対応を求められると思いますが，教職員が一丸となってよりより登美丘西小学校をつくって
いってくださることを期待しています。
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運動する楽しさや喜びを４つの気
（聴く・本気・優気・雰囲気）で感じ
られる環境を整えるとともに，ICT
を活用して体育に取り組む児童を

育てる。
信
頼
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れ
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校

・学校や児童の様子を積極的に発
信し，開かれた学校を目指す。
・保護者，地域と連携して児童の
健やかな成長を保障する。

校長より(年度末)
今年度より，学校教育目標を変えた。子どもも職員も覚えやすいものにしたかったからだ。これは見事に成功した。全職員が同じベクトルで
子どもに接するので，子どもも迷いがなく，４つの「き」をがんばることができた。課題は，学校へ行くのが楽しいと思っている児童が目標より
も下回ったことは，真摯に受け止め，もっと魅力ある学校にしていかないといけないと考えさせられた。来年度は「笑顔で登下校」を意識した
経営方針を立てるつもりである。最後に，ここでいう「美しい学校とは？」４つの「き」をいつも意識し，美しくなった児童が集う場所＝美しい学
校という。決してそうだけに力をいれてピカピカの学校という意味ではない。
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・ホームページの閲覧数は目標には達
しなかったが，毎日記事の更新をして
情報発信することができた。
・昨年度に比べて，学習活動や行事等
で地域の人材を活用する機会が増や
せた。

心
の
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成

学校関係者評価

達成状況(年度末)

評価時期
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中
項
目

評価方法
判断基準

（評価のものさし）

具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取

組）

・人の話を聴くことや規律に関
しては少しずつ習慣化できて
いる。しかし，相手の意見を受
け，自分の考えと比較したり，
自分の考えを改善したりするこ
とに関しては課題がある。
・学年によってばらつきはある
が，概ね家庭学習の習慣化が
身に付いている。

大
項
目

・つけたい力を明確にした授業改善
・学ぶ喜びのある授業をつくるための指導
の徹底
・ワークショップ型を取り入れた校内研修の
組織的・継続的な実施

・進んで考えを膨らませる児童の育成
・５つの学習規律の徹底
・自律的な学びを育成する家庭学習習慣
の定着

・「学校が楽しい」の項目で肯定
評価９０％以上
　・「自分にはよいところがある」
の項目で肯定評価８０％以上

確
か
な
学
び

・一人ひとりの子どもが安心して活
動できる居場所づくりとともに自尊
感情を高め，お互いを認め合う仲
間づくりに取り組み，しなやかな心

を育てる

具体目標

教
科
学
力
向
上


